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中部森林技術交流発表会を開催
審査員の質問に答える長野県林業大学校生
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研究成果を発表する高校生

特別講演より「スズタケの花
かじょ

序」

 

［
技
術
普
及
課
］
一
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
、
中
部
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い

て
、「
平
成
二
十
九
年
度
中
部
森
林
技
術
交
流

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
の
国
有
林
及
び
民
有

林
の
行
政
・
教
育
・
研
究
機
関
、
林
業
事
業
体

等
が
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
試
験
研
究
、
事

業
で
実
証
し
た
先
導
的
な
技
術
や
森
林
環
境
教

育
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
発
表
・
紹
介
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
を
普
及
し
、
更
な
る

森
林
・
林
業
及
び
木
材
産
業
の
発
展
を
目
的
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
有
林
関
係
か
ら
十
六
課
題
、

民
有
林
・
学
校
関
係
等
か
ら
十
六
課
題
の
合
わ

せ
て
三
十
二
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
宮
澤
局
長
か
ら
、「
今
回

の
交
流
発
表
会
で
は
全
部
で
三
十
二
課
題
、
幅

広
い
分
野
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
本
当
に
忙
し
い
業
務
あ
る
い
は
学
業
の
中

で
取
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
の
ご
苦

労
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
良
い
発
表

と
な
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
発
表

を
巡
っ
て
真
摯
な
議
論
が
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

本
日
・
明
日
の
発
表
さ
れ
る
研
究
の
中
身

が
、
将
来
の
森
林
林
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
「
森
林
技
術
」、「
森
林
ふ
れ
あ

い
」、「
森
林
保
全
」
の
部
門
ご
と
に
林
業
の
低

コ
ス
ト
化
や
、
地
域
と
協
働
し
た
取
組
、
独
自

に
着
目
し
て
掘
り
下
げ
た
課
題
や
新
た
に
取
り

組
ま
れ
た
開
発
課
題
な
ど
、
勉
学
・
業
務
研
究

に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
発
表
会
終
了
後
に
は
、
国
有
林
関

係
に
つ
い
て
、
信
州
大
学
農
学
部
岡
野
哲
郎
教

授
か
ら
、
二
日
目
は
民
有
林
・
学
校
関
係
に
つ

い
て
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
田

中
隆
文
准
教
授
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
の
発
表
会
に
お
い
て
は
、
森
林
総

合
研
究
所
東
北
支
所
齋
藤
智
之
氏
よ
り
「
中
部

地
方
に
お
け
る
ス
ズ
タ
ケ
の
一
斉
開
花
」
と
題

し
て
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
タ
ケ
・
サ
サ
類

の
生
活
史
特
性
、
熱
帯
の
タ
ケ
の
開
花
周
期
、

日
本
の
タ
ケ
の
開
花
周
期
、
中
部
地
方
の
ス
ズ

タ
ケ
一
斉
開
花
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

へ
の
取
組

　
　

北
信
森
林
管
理
署�

西
方
雄
一
郎（
写
真
左
）

�

岡
本　

守（
写
真
右
）

・�

国
有
林
に
お
け
る
無
人
航
空
機
の
計
測
的
活

用

　
　

飛
騨
森
林
管
理
署�

三
谷
果
穗（
写
真
左
）

�

本
間
丈
瑠（
写
真
右
）

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
例
年
よ
り
多
い
課
題
の
応
募
が

あ
っ
た
り
、
発
表
者
・
聴
講
者
等
を
含
め
二
日

間
で
延
べ
四
百
名
近
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
引
き
続
き
、
森

林
・
林
業
技
術
の
推
進
と
普
及
に
向
け
、
各
署

等
で
の
技
術
開
発
に
取
組
む
と
と
も
に
、
民
有

林
関
係
者
と
の
共
働
・
協
調
な
ど
地
域
と
の
連

携
を
深
め
、
情
報
発
信
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

受
賞
課
題
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
発
表
順
で
掲
載
）

※
局
長
優
秀
賞

・�

付
属
路
の
開
設
に
よ
る
効
率
的
な
生
産
事
業

平
成
二
十
九
年
度 

中
部
森
林
技
術

　
　
　
　
　  

交
流
発
表
会
を
開
催

 

●
国
有
林
関
係

小穂

小花
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・
岐
阜
森
林
管
理
署
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

　

～
職
員
の
意
識
向
上
と
職
員
捕
獲
の
取
組
～

　
　

岐
阜
森
林
管
理
署�

小
原
弘
明（
写
真
左
）

�

日
吉
晶
子（
写
真
右
）

・
長
野
県
軽
井
沢
町
に
お
け
る
藪
刈
り
作
業

　
　

東
信
森
林
管
理
署�

下
岡
正
幸（
写
真
左
）

　
　

�

軽
井
沢
西
地
区
国
有
林
藪
刈
り
実
行
委
員

会�

打
越
綾
子（
写
真
右
）

※
局
長
努
力
賞

・�

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る

治
山
緑
化
工

　
　

中
信
森
林
管
理
署�

帆
足　

郁

�

向
山　

剛

・�

金
沢
山
ヒ
ノ
キ
林
分
に
お
け
る
漸
伐
作
業
の

取
組

　
　

南
信
森
林
管
理
署�

竹
内
智
絵

�

源
田
聡
子

　
　

信
州
大
学�

松
井
美
希
子

�

齋
藤
仁
志

�

植
木
達
人

・
木
曽
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
補
助
に
か
か
る
取
組

　

～
サ
サ
処
理
方
法
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
～

　
　

木
曽
森
林
管
理
署�

早
川
幸
治

　
　

森
林
総
合
研
究
所�

酒
井　

武

�

星
野
大
介

�

齋
籐
智
之

　
　

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

�

黒
田　

誠

・�

多
様
な
森
林
へ
の
誘
導
に
向
け
た
モ
デ
ル
林

に
お
け
る
取
組

　
　

南
木
曽
支
署�
南
坂
博
和

・
自
然
侵
入
促
進
工
に
よ
る
林
地
復
旧
の
取
組

　
　

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所�

佐
藤
義
和

　
　

㈱
愛
鉱�

原
大
吾
郎

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
た
め
に　
　
　
　

　

～
岐
阜
森
林
管
理
署
の
取
組
～

　
　

岐
阜
森
林
管
理
署�

平
杤
潤
己

・�

高
標
高
地
、
遠
隔
地
に
お
け
る
森
林
整
備
等

の
課
題
整
理

　
　

富
山
森
林
管
理
署�

千
村
知
博

�

村
中
健
彦

・�

列
状
間
伐
が
ヒ
ノ
キ
の
成
長
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て

　

～
樹
幹
解
析
に
よ
る
成
長
量
の
評
価
～

　
　

森
林
技
術
･
支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村
晴
彦

�

堤　

隆
博

・�

サ
サ
の
一
斉
開
花
に
伴
う
森
林
へ
の
影
響

に
つ
い
て

　
　

愛
知
森
林
管
理
事
務
所�

野
口
和
幸

　
　

森
林
総
合
研
究
所�

齋
藤
智
之

・
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
制
度
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

東
濃
森
林
管
理
署�

伊
藤
章
代

�

安
藤
康
生

・�

一
〇
〇
年
先
の
森
林
づ
く
り
発
表
会
の
開
催

～
国・県・市
が
連
携
し
た
地
域
で
の
取
組
～

　
　

岐
阜
森
林
管
理
署�

大
島
愛
彦

・�

王
滝
村
に
お
け
る
森
林
・
林
業
体
験
交
流
促

進
対
策
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

木
曽
森
林
管
理
署�

松
原
正
志

�

瀧
本
り
り
こ

※
森
林
・
林
業
振
興
賞

・�

北
ア
ル
プ
ス
雲
ノ
平
に
お
け
る
十
ヵ
年
実
施

し
た
官
民
学
協
働
に
よ
る
植
生
復
元
活
動
に

つ
い
て

　
　

雲
ノ
平
山
荘
代
表�

伊
藤
二
朗

　
　

東
京
農
業
大
学�

下
嶋　

聖

　
　

富
山
森
林
管
理
署�

千
村
知
博

・�

岐
阜
県
東
白
川
村
国
有
林
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林

に
お
け
る
水
源
涵
養
機
能
改
善
に
向
け
た
調

査
研
究

　
　

�

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
㈱�

川
﨑
雅
敏

�

阿
部　

豊

　
　

筑
波
大
学�

恩
田
裕
一

・�

シ
カ
食
害
地
の
防
除
方
法
の
比
較
検
討
に
つ

い
て

　
　

長
野
水
源
林
整
備
事
務
所�

高
橋
克
明

�

池
神
真
奈
美

・�「
南
信
州
鳥
獣
害
対
策
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
よ

る
地
域
全
体
の
情
報
共
有
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

　
　

長
野
県
南
信
州
地
域
振
興
局�

久
保
田
淳

・�

原
点
回
帰
：
屋
根
型
道
に
学
ぶ
丈
夫
で
安
価

な
道
づ
く
り

　
　

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所�

中
谷
和
司

　
　

た
か
や
ま
林
業
・
建
設
業
協
同
組
合

�

長
瀬
雅
彦

・�

根
鉢
の
低
い
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育

苗
と
植
栽
初
期
の
成
長

　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所�

渡
邉
仁
志

�

茂
木
靖
和

　
　

森
林
技
術
･
支
援
セ
ン
タ
ー�

三
村
晴
彦

�

堤　

隆
博

・�

一
・五
年
生
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
成

条
件
の
検
討

　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所�

茂
木
靖
和

�

渡
邉
仁
志

　
　

森
林
技
術
･
支
援
セ
ン
タ
ー�

三
村
晴
彦

※
奨
励
賞

・
城
山
に
お
け
る
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 

●
民
有
林
関
係
機
関
、
各
種
団
体

 

●
大
学
、
高
校
等
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長
野
県
林
業
大
学
校�

南
坂
拓
杜

・�
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
作
業
を
中
心
に
置
い
た

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

～
海
外
と
の
ル
ー
ル
比
較
～

　
　

長
野
県
林
業
大
学
校�

髙
山
亮
介

�

藤
原
涼
太

�

堀
井
拓
人

・�

森
林
路
網
が
ス
ギ
人
工
林
内
の
植
物
種
多
様

性
に
及
ぼ
す
影
響

　
　

信
州
大
学�
孝
森
博
樹

・�

ヒ
ノ
キ
漸
伐
林
に
お
け
る
終
伐
後
の
林
分
状

況
と
造
林
費
の
推
定

　

～
金
沢
山
国
有
林
を
事
例
と
し
て
～

　
　

信
州
大
学�

松
井
美
紀
子

�

斎
藤
正
志

�

植
木
達
人

　
　

南
信
森
林
管
理
署�

藤
井　

勝

�

竹
内
智
絵

・�

ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
枝
と
死
節
の
分

布
特
性

　
　

岐
阜
大
学�

山
本
敦
也

　
　

㈱
佐
合
木
材�

岩
室
宏
基

　
　

岐
阜
大
学�

石
田　

仁

・
県
産
材
で
つ
く
る
画
用
木
炭

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

�

境
田
夕
姫

・�

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
演
習

林
内
の
動
物
の
生
態
調
査

・�

演
習
林
内
で
の
モ
ノ
レ
ー
ル
活
用
と
、
林
道

と
の
交
差
の
施
工
方
法
に
つ
い
て

　
　

長
野
県
木
曽
青
峰
高
等
学
校

�

磯
尾
ち
な
み

�

黒
澤
佳
苗

�

児
野　

稜

�

坪
田
智
大

・
飛
騨
の
森
林
か
ら
魅
力
発
信
！

　

～
知
る
・
学
ぶ
・
伝
え
る
～

　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校

�

谷
腰
怜
央

�

岩
本
芽
依

・
教
え
て
学
ぶ
森
林
活
用

　

�

～
一
膳
の
箸
を
通
し
た
森
林
の
役
割
や
大
切

さ
の
啓
発
～

　
　

長
野
県
下
高
井
農
林
高
等
学
校

�

大
平
悠
斗

�

小
山
竜
生

�

佐
治
行
喜

 

［
資
源
活
用
課
］
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
同

局
大
会
議
室
（
二
月
二
十
八
日
）
と
木
曽
森
林

管
理
署
多
目
的
ホ
ー
ル
（
三
月
一
日
）
の
二
会

場
で
、
管
内
の
素
材
生
産
事
業
体
や
県
等
か
ら

約
一
二
〇
名
、
局
署
関
係
者
約
一
一
〇
名
、
総

勢
約
二
三
〇
名
の
参
加
者
を
得
て
「
生
産
性
向

上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
事
例
発
表
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
国
有

林
で
発
注
す
る
素
材
生
産
請
負
の
事
業
地
で
、

各
署
等
一
箇
所
の
モ
デ
ル
事
業
地
（
全
十
一
箇

所
）
を
選
定
し
、
素
材
生
産
能
力
の
高
い
事
業

体
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
木
材
の
伐
採
か
ら

玉
切
り
造
材
、
運
搬
ま
で
の
一
人
一
日
当
た
り

作
業
量
の
目
標
を
示
す
目
標
生
産
性
を
設
定

し
、
作
業
者
一
人
一
人
の
作
業
日
報
の
作
成
に

よ
る
工
程
毎
の
生
産
量
の
把
握
・
分
析
を
各
日

か
ら
数
日
単
位
の
サ
イ
ク
ル
で
行
い
、
作
業
シ

ス
テ
ム
の
改
善
に
よ
り
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消

を
図
る
取
組
で
す
。
ま
た
、
事
業
期
間
中
は
、

受
注
者
と
発
注
者
で
あ
る
国
、
民
有
林
を
指
導

し
て
い
る
県
の
出
先
や
研
究
機
関
が
共
同
で
、

事
業
の
節
目
に
現
地
検
討
会
も
含
め
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
会
議
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
七
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
発
表
会
で
は
、
地
域
の
林
業
事
業
体
の
底

上
げ
と
な
る
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今
年

度
の
優
良
な
取
組
事
例
に
つ
い
て
発
表
を
行
い

受賞者と審査関係者で記念写真

生産性向上実現プログラムのイメージ図

明確な現状把握 データの活用現　状

モヤモヤ

現状をおおよそ把握
し分かっているつも
りだが明確ではない

ステップ
アップ

明確な
根拠

ボトルネック
見える化・共有

生産性向上
収入UP

人材育成

日報分析・
ＰＤＣＡ

サイクルによる

日報記載内容
の充実化

プログラムのイメージ図

生産性向上実現プログラムの背景
増加する原木需要
森林資源の成熟

現存の事業体の
生産能力の向上

現状・現実

効果・取組

担い手の育成・確保　　林業の成長産業化　　地方創生

間伐で15m3/人日、高収入を得ている例も！

林業の成長産業化では
林業事業体（の担い手）が主役

作業システムの改善
技術者・人材育成
民・国　共通の課題

取扱量・収益が増加
企業経営の安定
設備投資・労働安全

実
　現

プログラムの背景

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

�

取
組
事
例
発
表
会
を
開
催
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ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
金
山
林
業
㈲

で
は
、
生
産
（
材
）
の
流
れ
を
止
め
な
い
作
業

仕
組
み
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、

作
業
手
を
固
定
し
な
い
マ
ル
チ
技
能
者
の
育
成

及
び
機
械
を
遊
ば
せ
な
い
人
員
配
置
か
ら
人
を

遊
ば
せ
な
い
人
員
配
置
へ
の
転
換
に
よ
り
、
目

標
生
産
性
七
立
方
㍍
／
人
日
に
対
し
一
四
立
方

㍍
／
人
日
と
、
非
常
に
高
い
生
産
性
を
達
成
し

ま
し
た
。
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
南
ひ
だ
森
林
組

合
で
は
、
ヒ
ノ
キ
高
齢
級
人
工
林
の
優
良
材
が

期
待
で
き
る
事
業
地
で
、
軟
弱
な
地
質
条
件
に

よ
り
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
手
造
材
と
小
型
林
業

機
械
で
の
集
造
材
作
業
と
な
っ
た
が
、
生
産
す

る
丸
太
の
品
質
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上
を
両

立
さ
せ
て
八
立
方
㍍
／
人
日
の
生
産
性
を
達
成

し
ま
し
た
。
同
じ
く
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
平
澤

林
産
㈲
で
は
、
二
回
目
以
降
の
間
伐
が
容
易
に

実
行
で
き
る
よ
う
測
量
に
よ
り
伐
採
列
を
一
定

方
向
で
揃
え
る
取
組
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空

か
ら
の
事
業
地
の
確
認
、
進
捗
管
理
の
取
組
に

加
え
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
小
型
フ
ァ
ン
装
着

の
空
調
服
の
着
用
な
ど
安
全
面
で
の
取
組
も
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
今
後
の
十
年
間
で
生
産
性
を

倍
増
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
、
当
局
が
先
駆
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
の
生
産
性
向
上
の
取
組

が
、
現
在
、
全
国
各
地
の
森
林
管
理
局
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
取

り
組
ん
で
き
た
本
取
組
を
更
に
進
め
て
、
生
産

性
だ
け
で
な
く
有
利
採
材
や
安
全
な
労
働
環
境

の
改
善
も
含
め
現
地
指
導
を
行
い
、
意
欲
と
能

力
の
あ
る
林
業
経
営
体
を
育
成
し
、
林
業
を

「
儲
か
る
産
業
」
と
で
き
る
よ
う
、
平
成
三
十

年
度
も
引
き
続
き
生
産
性
向
上
実
現
に
向
け
た

取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
中
部
森
林
管
理
局
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

［
岐
阜
署
］
一
月
十
八
日
、
美
濃
消
防
署
管
内

に
お
け
る
山
岳
救
助
訓
練
が
岐
阜
県
美
濃
市
に

あ
る
古
城
山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
古
城
山
に
は

国
有
林
と
岐
阜
県
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演

習
林
、
一
般
登
山
者
向
け
の
登
山
道
が
あ
り
、

様
々
な
人
々
が
活
動
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

生産性向上実現プログラムの実施体制

信州大学

名古屋大学

岐阜県立森林
文化アカデミー

長野県

富山県
愛知県

岐阜県

中部森林管理局・森林管理署
生産性向上プロジェクトチーム
モデル事業地の受注事業体及び

その他事業体
○生産性の向上や合理化・低コスト化は

民国共通の課題
○木材生産を担う林業事業体の事業活動

に民国の境は存在しない

◎連携して、生産性向上に取組み
生産能力の高い事業体を育成

長野県林業
総合センター

岐阜県森林
研究所

愛知県森林・林業
技術センター 富山県技術センター

森林研究所

プログラムの実施体制

優良事例を発表中

応急処置後林外へ移送ヘリへの吊り上げ移送訓練

有
事
に
備
え
て
！

�

～
山
岳
救
助
訓
練
に
参
加
～

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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今
回
の
訓
練
は
、
山
中
の
要
救
助
者
の
安
全

か
つ
迅
速
な
救
助
技
術
の
向
上
、
関
係
機
関
の

連
携
強
化
、
県
Ｇ
Ｉ
Ｓ
山
岳
地
図
と
演
習
林
内

マ
ッ
プ
の
活
用
に
よ
る
発
生
場
所
の
早
期
把
握

等
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
中
濃
消
防
組
合
、

岐
阜
県
防
災
航
空
隊
、
岐
阜
県
森
林
文
化
ア
カ

デ
ミ
ー
、
美
濃
市
役
所
、
岐
阜
森
林
管
理
署
が

連
携
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
国
有
林
内
で
伐
倒
作
業
を
し
て

い
た
二
名
が
倒
木
に
よ
り
負
傷
し
、
一
人
は
頭

部
外
傷
、
も
う
一
人
は
倒
木
に
挟
ま
れ
動
け
な

い
」
状
況
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
当
署
職
員

が
一
一
九
番
通
報
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
現

場
に
駆
け
つ
け
た
救
助
隊
が
負
傷
者
を
天
空
が

開
け
た
所
ま
で
運
び
出
し
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
り
林
外
へ
搬
送
す
る
と
い
う
流
れ
で

救
助
が
行
わ
れ
、
通
報
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

搬
送
さ
れ
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
は
約
一
時

間
半
で
し
た
。

　

通
報
の
際
は
、
国
有
林
の
図
面
を
内
蔵
し
た

Ｐ
Ｄ
Ａ
に
よ
り
、
経
度
緯
度
で
場
所
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
林
内
は
場
所
を
特
定
で

き
る
目
標
物
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
現
在

地
を
聞
か
れ
て
も
位
置
を
正
確
に
答
え
る
こ
と

が
難
し
い
と
い
え
ま
す
。
山
に
入
る
際
に
は
、

こ
う
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
機
器
を
携
行
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
対
し
て
は
発

煙
筒
で
場
所
を
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、
救
助

隊
が
い
な
い
状
況
で
は
太
陽
光
を
反
射
さ
せ
る

な
ど
光
を
発
し
て
も
ら
う
と
上
空
か
ら
見
つ
け

や
す
い
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
は
風
圧
が
強
く
、
林
内
に
お
い
て
は
飛

び
散
る
枝
葉
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。

　

事
故
が
起
き
た
時
、
通
報
者
は
、
現
場
の
情

報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
画
し

訓
練
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

 
［
岐
阜
署
］
二
月
十
五
日
岐
阜
県
揖
斐
川
町

で
、
樫
原
谷
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結

式
を
行
い
ま
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
で
は
岐

阜
県
内
五
地
区
で
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今

回
の
協
定
は
六
事
例
目
に
な
り
ま
す
が
、
揖
斐

川
流
域
で
は
初
め
て
の
協
定
締
結
と
な
り
ま

す
。

　

協
定
区
域
は
岐
阜
県
揖
斐
川
町
に
あ
る
樫
原

谷
国
有
林
と
隣
接
す
る
民
有
林
で
、
関
係
す
る

岐
阜
署
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
岐
阜
水
源
林
整

備
事
務
所
、
樫
原
谷
林
野
組
合
、
揖
斐
川
町
、

池
田
町
、
㈱
岐
阜
緑
地
、
揖
斐
郡
森
林
組
合
、

岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務
所
の
八
者
の
代
表
者
が

協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
団
地
面
積
は

五
〇
七
㌶（
国
有
林
及
び
官
行
造
林
地
二
一
九

㌶
、
民
有
林
二
八
八
㌶
）、
協
定
期
間
は
平
成

三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
六
年
間
で
す
。

　

こ
の
団
地
の
民
有
林
は
ア
ク
セ
ス
す
る
林
道

が
な
い
こ
と
か
ら
、
国
有
林
の
林
道
か
ら
民
有

林
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
路
網
を
整
備
し
、
民
有
林

の
森
林
整
備
、
木
材
生
産
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
国
有
林
と
民
有
林
が
連
携
・
協
力
し
て
木

材
の
安
定
供
給
等
を
図
り
ま
す
。

　

協
定
期
間
で
あ
る
六
年
間
の
森
林
整
備
計
画

量
は
、
森
林
作
業
道
三
、三
五
〇
㍍
、
間
伐

五
六
㌶
。
国
有
林
で
は
主
伐
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

 

［
木
曽
署
］
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
七
日
の

御
嶽
山
噴
火
か
ら
約
三
年
半
が
過
ぎ
た
二
月

十
九
日
に
、
木
曽
森
林
管
理
署
で
、「
御
岳
山

麓
・
濁
川
の
生
き
も
の
と
水
環
境
～
酸
性
水
・

崩
壊
土
砂
・
火
山
噴
出
物
と
そ
れ
に
適
応
す
る

水
生
生
物
の
営
み
～
」
と
題
し
、
火
山
灰
を
含

ん
だ
濁
水
が
流
れ
下
っ
た
王
滝
村
濁
川
等
の
そ

の
後
の
水
質
や
水
生
生
物
等
に
つ
い
て
、
噴
火

後
か
ら
調
査
を
行
っ
て
い
る
日
本
陸
水
学
会
東

海
支
部
会
研
究
班
に
よ
り
、
関
係
者
間
の
情
報

共
有
を
図
る
た
め
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
御
嶽
山
南
麓
河
川
の
水
質
特

性
分
布
、
濁
川
の
強
酸
性
水
と
付
着
藻
類
へ
の

影
響
、
濁
川
水
系
の
イ
ワ
ナ
の
局
所
的
な
分

布
、
水
生
昆
虫
群
集
の
回
復
の
四
テ
ー
マ
で
行

わ
れ
、
王
滝
川
本
流
と
濁
川
の
合
流
付
近
で
は

ｐ
Ｈ
五
・九
に
対
し
て
濁
川
最
上
流
の
赤
川
で

は
ｐ
Ｈ
二
・九
で
あ
っ
た
こ
と
。
王
滝
川
本
流

樫原谷地区森林整備推進協定締結式（揖斐川町にて）

代表的な水生昆虫

トビケラ目
ヒゲナガカワトビケラ科

カワゲラ目
カワゲラ科

カゲロウ目
ヒラタカゲロウ科

扁平な体型で匍匐して這い回る

“イモ虫”体型で口から吐く絹糸で営巣

藻類を食べるGrazer
～剥取り食者

他の昆虫を捕食する
Predator～捕食者

有機物を集めて食べる
Collector～収集食者

他に、落葉をかみ砕いて食べる
Shredder～破砕食者 など

代表的な水生昆虫　　　　　　（発表資料より）

樫
原
谷
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

�

を
締
結

王
滝
村
濁
川
の
水
質
・
生
態
調
査

�

報
告
会
を
開
催



（7）　平成 30年 3月 第 168号

と
濁
川
に
生
育
し
て
い
る
藻
類
を
使
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
河
川
水
で
生
育
状
況
を
比
べ
る
と
、
濁

川
の
河
川
水
は
藻
類
の
光
合
成
・
呼
吸
を
阻
害

す
る
こ
と
。
イ
ワ
ナ
は
、
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
年
）
九
月
に
発
生
し
た
長
野
県
西

部
地
震
で
河
床
が
攪
乱
さ
れ
、
さ
ら
に
噴
火
に

よ
る
濁
流
に
よ
り
濁
川
や
伝
上
川
が
影
響
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
生
息
し
て
い
な
い
が
、
支
流

に
は
局
所
的
に
生
息
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ

と
。
水
生
昆
虫
は
、
噴
火
後
一
年
目
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
が
現
在
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
。
こ
れ
ら
は
支
川
か
ら
の
移
入
や
耐
酸
性
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
。
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
現
段

階
は
調
査
研
究
の
途
中
で
あ
り
、
継
続
し
て
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
仕
事
柄
、
山
を
見
る
こ
と
森
林

を
見
る
こ
と
は
得
手
で
す
が
、
長
野
県
西
部
地

震
や
御
嶽
山
噴
火
の
影
響
を
受
け
た
濁
川
の
水

質
や
水
生
生
物
等
に
つ
い
て
知
見
を
広
げ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
野

生
鳥
獣
が
農
林
業
へ
与
え
る
被
害
は
全
国
的
に

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
省
で

は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
頭
数
を
半
減
す
る
と
の
目
標

を
掲
げ
「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化
対
策
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
木
曽
谷
地
域
で
は
、
他
の
地
域
か
ら
侵

入
し
て
き
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
範
囲
が
拡
大

し
、
今
後
の
農
林
業
に
与
え
る
被
害
が
拡
大
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
は

捕
獲
し
適
正
な
生
息
数
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
捕
獲
し
た
シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
を
森
か

ら
の
恵
み
と
し
、
地
域
の
資
源
と
し
て
地
域
振

興
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
狩
猟
意
欲
の
増

進
、
新
規
狩
猟
者
を
獲
得
す
る
た
め
、
有
効
な

利
用
方
法
を
普
及
し
今
後
の
鳥
獣
被
害
軽
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
木
曽
森
林
管

理
署
と
木
曽
地
域
振
興
局
が
連
携
し
、
二
月

二
十
八
日
に
鳥
獣
の
利
活
用
に
関
す
る
講
演
会

と
ジ
ビ
エ
料
理
を
紹
介
す
る
企
画
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

第
一
部
と
し
て
開
催
し
た
講
演
会
に
は
、
地

域
の
関
係
者
は
じ
め
県
内
外
か
ら
約
一
三
〇
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
捕
獲
さ
れ
る
獣
の
命
を
た
だ

捨
て
る
の
で
は
な
く
、
暮
ら
し
の
中
で

活
き
る
モ
ノ
に
し
た
い
、
昔
か
ら
利
用

さ
れ
て
き
た
動
物
の
皮
革
（
か
わ
）
を

今
の
時
代
に
合
っ
た
モ
ノ
に
変
え
て

使
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
願
い
を
こ

め
て
長
野
県
泰
阜
村
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た
、「
け
も
か
わ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
代
表
井
野
春
香
さ
ん
の
講
演
を

は
じ
め
、
長
野
県
ジ
ビ
エ
振
興
室
よ
り

長
野
県
鳥
獣
害
の
現
状
報
告
、
ま
た
、

南
信
森
林
管
理
署
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
対
策
の
取
組
や
、
木
曽
地
域
で
ケ
モ

ノ
の
皮
や
毛
を
利
用
し
て
芸
術
活
動
を

行
う
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
代
表
岩

熊
さ
ん
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
に
は
「
け
も
か
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
製
品
の
展
示
と
販
売
を
行
い
、
多
く
の

方
が
シ
カ
皮
で
製
作
さ
れ
た
製
品
を
購
入
し
て

い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
上
松
町
ね
ざ
め
亭
で
ジ
ビ
エ
料
理

を
紹
介
す
る
食
事
会
を
開
催
し
、
七
十
人
以
上

の
参
加
が
あ
り
大
盛
況
で
し
た
。

　

大
町
市
で
ジ
ビ
エ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
業

す
る
ジ
ビ
エ
料
理
研
究
家
児
玉
信
子
さ
ん
が
腕

を
ふ
る
い
、
ジ
ビ
エ
料
理
十
一
品
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

匂
い
や
調
理
方
法
が
難
し
い
印
象
の
ジ
ビ
エ

で
す
が
、
参
加
者
は
振
る
舞
わ
れ
た
ジ
ビ
エ
料

理
の
お
い
し
さ
に
驚
き
、
用
意
さ
れ
た
料
理
は

次
々
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
会
の
途
中
で
、
シ
ェ
フ
の
児
玉
さ
ん
、

け
も
か
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
井
野
さ
ん
、
木
曽

猟
友
会
長
の
三
尾
さ
ん
の
対
談
が
行
わ
れ
、
狩

猟
の
魅
力
や
ジ
ビ
エ
、
皮
の
活
用
に
つ
い
て
経

験
者
な
ら
で
は
の
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
自
分
の
家
で
も
作
っ
て
み

た
い
と
、
シ
ェ
フ
の
児
玉
さ
ん
に
熱
心
に
調
理

方
法
を
聞
く
方
や
、
自
分
で
も
狩
猟
免
許
を
取

得
し
て
み
た
い
と
言
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
は
民
有
林
国
有
林
共
通
の
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

共
通
の
認
識
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
今
回
の
企
画
に
参
加
さ
れ
た
地
域
の

方
々
に
野
生
鳥
獣
の
被
害
の
現
状
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ま
た
、
利
活
用
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
今
後
の
地
域
の
農
林
業
へ
の

被
害
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
を

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

展示されたけもかわプロジェクトの製品

森
に
生
き
る
命
に
感
謝

�

け
も
か
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
と

�

ジ
ビ
エ
料
理
食
事
会

ジビエ料理食事会の様子
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木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

�
自
然
再
生
指
導
官
　
小
澤
　
益
幸

　

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
長

野
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
木
曽
郡
木
曽
町
福

島
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
重
点
取
組
事
項
で
あ

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
側
の
高

山
帯
、
亜
高
山
帯
及
び
山
地
帯
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
生
息
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
駒
ヶ
岳
山
麓
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
ト

セ
ン
サ
ス
に
よ
る
生
息
調
査
を
長
野
県
、
木
曽

署
と
連
携
し
て
行
い
、
現
在
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生

息
を
確
認
し
た
箇
所
へ
の
誘
導
柵
の
設
置
、
餌

付
に
よ
る
誘
引
を
併
用
し
つ
つ
、
錯
誤
捕
獲
と

な
ら
な
い
用
具
を
使
用
し
た
実
証
試
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
九
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山
噴

火
災
害
等
に
よ

り
、
木
曽
谷
へ
の

観
光
客
の
入
り
込

み
が
低
迷
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
復

興
支
援
の
一
助
と

す
べ
く
名
古
屋
事

務
所
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
支
援
ツ
ア
ー
の
「
国

有
林
見
学
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
名
古
屋

事
務
所
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、
参
加
さ
れ
る

木
曽
川
下
流
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
木
曽
地

域
の
林
業
の
あ
ゆ
み
、
愛
知
県
の
熱
田
白
鳥
貯

木
場
ま
で
の
木
材
運
搬
技
術
の
変
遷
等
の
事
前

学
習
を
行
っ
て
も
ら
い
、
後
日
、
赤
沢
自
然
休

養
林
内
に
お
い
て
、
木
曽
署
及
び
当
セ
ン
タ
ー

職
員
か
ら
木
曽
五
木
の
見
分
け
方
、
伊
勢
神
宮

と
の
関
係
等
の
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
森
林
の

魅
力
に
実
際
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
す
。
参
加
者

か
ら
は
好
評
を
得
て
お
り
、
毎
回
募
集
を
行
え

ば
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー
」
は
、
森
林
に
親
し
み
な

が
ら
森
林
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
多
く
の
方
に

木
曽
谷
を
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
平
成
二
十
五
年
度
に
当
セ
ン

タ
ー
で
作
成
し
た
「
木
曽
路
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
た
「
木
曽
路

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
と
、
そ
の
普
及
版
と

し
て
赤
沢
自
然
休
養
林
内
で
完
結
す
る
「
赤
沢

自
然
休
養
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
の
二
つ

の
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

パ
ズ
ル
は
、
木
曽
の
人
工
林
ヒ
ノ
キ
間
伐
材

の
板
に
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
絵
を
六
分
割
し
、
六

枚
集
め
る
と
絵
が
完
成
す
る
も
の
で
、「
木
曽

路
版
」
は
、
木
曽
路
美
術
館
の
協
力
に
よ
り
、

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
「
渓
斎
英
泉
」
の
木

曽
街
道
「
馬
籠
」
を
、
普
及
版
の
「
赤
沢
版
」

は
、
中
部
森
林
管
理
局
所
蔵
の
林
業
遺
産
で
あ

る
木
曽
式
伐
木
運
材
図
絵
の
一
場
面
を
使
用

し
、
第
四
弾
ま
で
回
を
重
ね
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
九
年
十
一
月
か
ら
は
新
た
に
、
塩
尻
市
贄

川
宿
か
ら
中
津
川
市
馬
籠
宿
ま
で
を
北
部
と
南

部
の
二
つ
に
分
け
た
「
中
山
道
木
曽
十
一
宿
パ

ズ
ル
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
か
ら
、
林
業
体
験

や
森
林
環
境
教
育
と
し
て
の
除
間
伐
等
の
林
業

技
術
指
導
、
学
校
に
森
林
環
境
教
育
を
積
極
的

に
導
入
し
て
も
ら
う
た
め
地
元
小
中
学
校
等
の

教
職
員
を
対
象
と
し
た
森
林
・
林
業
体
験
学
習

会
、
中
央
ア
ル
プ
ス
で
の
植
生
復
元
作
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
や
技

術
指
導
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

に
加
え
、
世
界
的
に
も
希
少
で
貴
重
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
木
曽
地
方
の
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
等

の
木
曽
五
木
を
含
む
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保
護

と
復
元
を
目
的
と
し
た
「
木
曽
悠
久
の
森
」
に

関
す
る
取
組
も
始
め
ま
し
た
。

　

前
身
の
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
発
足
か
ら
十
四
年
ほ
ど
と
、
歴
史
の
浅
い

組
織
で
は
あ
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
や
署
等

と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
か
ら
親
し
ま
れ
る
よ

う
、
今
後
と
も
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

職員一同（右端が筆者）

教職員研修で説明に聞き入る参加者

国有林野見学会で説明の様子

完成したパズル

ニホンジカ対策の実証試験

ご当地

自慢
飛騨小坂の滝と「巌立」

岐阜署

60

がんだて
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飛
騨
の
滝
と
い
え
ば
乗
鞍
岳
か
ら
落
下
す
る

「
平
湯
大
滝
」
が
有
名
で
す
が
、
日
本
三
霊
山

の
ひ
と
つ
御
嶽
山
の
麓
に
位
置
す
る
下
呂
市
小

坂
町
は
、
そ
の
豊
か
な
水
と
急
峻
な
地
形
に
よ

り
日
本
一
滝
の
多
い
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
数
は
落
差
五
㍍
以
上
の
も
の
だ
け
で
も

二
一
六
箇
所
、
こ
れ
ら
の
滝
は
、
御
嶽
山
の
過

去
二
度
の
噴
火
に
よ
る
溶
岩
流
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、
今
も
な
お
、
川
の
浸
食
な
ど
に
よ
り
常
に

姿
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

滝
の
多
く
は
、
当
署
管
内
の
落
合
国
有
林
内

に
所
在
し
、
こ
れ
ら
の
滝
の
様
子
を
肌
で
感
じ

ら
れ
る
滝
巡
り
の
コ
ー
ス
が
い
く
つ
か
設
定
さ

れ
て
お
り
、
詳
し
い
専
門
の
ガ
イ
ド
付
き
で
巡

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
巌
立
峡

　

溶
岩
で
形
成
さ
れ
た
、
日
本
一
の
溶
岩
流
の

断
面
で
す
。
同
じ
よ
う
な
岸
壁
が
上
流
一
七
㌔

㍍
に
渡
っ
て
続
い
て
い
ま
す
。

　

荒
々
し
い
肌
を
見
せ
る
断
崖
は
御
嶽
山
の
火

山
活
動
新
期
の
噴
出
で
あ
る
「
摩
利
支
天
溶

岩
」
が
兵
衛
谷
に
沿
っ
て
流
下
し
固
ま
っ
た
も

の
で
、
溶
岩
の
弱
い
部
分
が
浸
食
に
よ
っ
て
数

万
年
か
か
っ
て
流
出
し
、
溶
岩
流
の
断
面
が
露

出
し
た
も
の
で
す
。
岩
質
は
、
両
輝
石
安
山
岩

で
溶
岩
が
冷
え
て
固
ま
る
と
き
に
柱
状
の
節
理

と
な
り
ま
す
。
岩
壁
の
高
さ
は
約
七
二
㍍
、
幅

約
一
二
〇
㍍
も
あ
り
壮
観

な

も
の
で
す
。
噴
火
の
年

代

は
、
小
坂
川
水
力
発
電
所

の
導
水
路
掘
削
中
に
溶
岩

の

中
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
木

炭

片
」
を
、
平
成
四
年
に
名

古
屋
大
学
で
カ
ー
ボ
ン
測

定

し
、
約
五
万
四
千
年
前
と

い
う
年
代
が
判
明
し
ま

し

た
。

　

岸
壁
の
対
岸
に
は
「
が
ん
だ
て
公
園
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
滝
巡
り
の
拠
点
、
常
駐
す
る

ガ
イ
ド
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
飛
騨
小
坂
二
〇
〇
滝
）

が
訪
れ
た
人
々
に
滝
巡
り
を
説
明
し
て
く
れ
る

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
も
行
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

滝
巡
り
の
コ
ー
ス
は
、
が
ん
だ
て
公
園
か
ら

歩
い
て
十
五
分
程
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
散

策
コ
ー
ス
か
ら
、
獣
道
を
下
っ
た
り
、
狭
い
深

い
谷
の
秘
境
で
川
を
横
断
す
る
冒
険
コ
ー
ス
ま

で
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
幅
広
い
レ
ベ
ル

に
応
じ
た
滝
巡
り
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
小
坂
の
滝
」
は
、
地
域
の
活
性
化
と

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
年
八
月
に
開
催
さ
れ

た
「
飛
騨
・
美
濃
じ
ま
ん
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
岐

阜
の
宝
も
の
認
定
式
～
」
に
お
い
て
「
岐
阜
の

宝
も
の
」
第
一
号
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

�

◆
ア
ク
セ
ス

　

車　

東
海
環
状
自
動
車
道

　
　
　
　
「
富
加
関
Ｉ
Ｃ
」
よ
り
約
九
〇
分

　
　
　
　
　

中
央
自
動
車
道

　
　
　
　
「
中
津
川
Ｉ
Ｃ
」
よ
り
約
九
〇
分

　

鉄
道　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
飛
騨
小
坂
駅
下
車

　
　
　
　
　

車
で
約
二
〇
分

◆
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

飛
騨
小
坂
二
〇
〇
滝

　

http://w
w
w
.osaka-taki.com

/

　

下
呂
市
小
坂
町
小
坂
七
六
九

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

〇
五
七
（
六
二
）
二
二
一
五

ご当地

自慢
飛騨小坂の滝と「巌立」

岐阜署

60

がんだて

滝巡りの拠点「巌立」高さ72m

轟音が響き渡る「唐谷滝」落差15ｍ

雨桶のような ｢あかがねとよ｣ 落差14m

｢根尾の滝｣ 落差63m
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①�

１
日
頃　

南
信
森
林
管
理
署
敷
地
内
の
桜
の

開
花�

（
南
信
署　

伊
那
市
）

　

伊
那
市
内
で
例
年
一
番
早
く
開
花
し
ま
す
。

②�

７
～
８
日　

こ
だ
わ
り
の
匠
市

�

（
南
木
曽
支
署　

南
木
曽
町
）

　

日
用
品
か
ら
楽
し
い
お
も
ち
ゃ
ま
で
、
職
人

技
が
光
る
工
芸
品
が
桃
介
橋
河
川
公
園
に
大
集

合
。
木
工
体
験
も
で
き
ま
す
。

③�

９
日
（
予
定
）　

戸
隠
中
学
校
巣
箱
掛
け

�

（
北
信
署　

長
野
市
）

　

戸
隠
森
林
植
物
園
（
戸
隠
山
国
有
林
）
に

て
、
昭
和
48
年
か
ら
地
元
の
中
学
生
が
実
施
し

て
い
る
伝
統
あ
る
巣
箱
掛
け
を
行
い
ま
す
。

④�

13
日　

能
郷
白
山
開
山
一
三
〇
〇
年
記
念
事

業　

能
郷
の
能
・
狂
言

�

（
岐
阜
署　

本
巣
市
）

　

大
河
原
国
有
林
に
鎮
座
す
る
「
能
郷
白
山
」

は
今
年
、
開
山
一
三
〇
〇
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
各
種
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑤�

13
日　

付
知
峡
山
開
き
祭

�

（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　

中
津
川
市
付
知
地
区
に
あ
る
、
全
キ
ャ
ン
プ

場
の
オ
ー
プ
ン
を
前
に
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈

願
。
地
元
保
存
会
に
よ
る
岐
阜
県
重
要
無
形
文

化
財
の
木
や
り
音
頭
と
お
ん
ぽ
い
節
の
披
露
が

あ
り
ま
す
。
例
年
桜
（
キ
ャ
ン
プ
場
敷
地
・
公

園
内
）
が
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

⑥�

15
日　

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
開
通
式

�
（
富
山
署　

立
山
町
）

　

北
ア
ル
プ
ス
を
貫
き
、
富
山
と
長
野
を
結
ぶ

世
界
有
数
の
山
岳
観
光
ル
ー
ト
で
す
。

　

高
さ
二
〇
㍍
に
も
迫
る
巨
大
な
雪
の
壁
「
雪

の
大
谷
」（
六
月
中
旬
ま
で
ウ
ォ
ー
ク
開
催
）

が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

⑦�

15
日　

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
開
通
式

�

（
中
信
署　

大
町
市
）

　

大
町
市
側
の
開
通
式
は
、
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅

前
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
北
各
市
町
村
や
観
光

団
体
な
ど
関
係
者
が
参
加
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

⑧�

19
日　

メ
ル
ヘ
ン
街
道
開
通
式

�

（
東
信
署　

小
海
町
、
佐
久
穂
町
他
）

　

小
海
町
か
ら
麦
草
峠
（
標
高
二
一
二
七
㍍
）

を
経
由
し
て
茅
野
市
を
結
ぶ
メ
ル
ヘ
ン
街
道

（
国
道
二
九
九
号
線
）
が
開
通
し
ま
す
。
付
近

に
は
約
二
一
〇
〇
㍍
に
位
置
す
る
白
駒
の
池
が

あ
り
ま
す
。

⑨
20
日
頃
か
ら　

む
れ

水
芭
蕉
園

�

（
北
信
署　

飯
綱
町
）

　

霊
仙
寺
山
国
有
林
内

の
約
五
㌶
の
湿
地
に
約

四
一
万
株
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
や
黄
色
の
可
憐

な
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
五
月
上

旬
か
ら
は
約
10
万
株
の
ニ
リ
ン
ソ
ウ
も
群
生
し

ま
す
。

⑩�

21
日　
「
第
四
回
善
光
寺
ラ
ウ
ン
ド
ト
レ
イ

ル
」�

（
北
信
署　

長
野
市
）

　

雪
解
け
間
も
な
い
大
峰
山
国
有
林
周
辺
に
お

い
て
、
概
ね
一
、〇
〇
〇
名
規
模
の
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑪
21
日　

大
鹿
桜
祭
り�

（
南
信
署　

大
鹿
村
）

　

大
鹿
村
大
河
原
大
西
公
園
で
は
和
太
鼓
、
よ

さ
こ
い
等
、
村
内
各
種
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
、
食

事
、
お
土
産
物
産
の
屋
台
が
並
び
ま
す
。
春
の

花
々
が
咲
き
始
め
、
夜
間
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。

⑫�

22
日　

水
木
沢
天
然
林
オ
ー
プ
ン（
予
定
）

�
（
木
曽
署　

木
祖
村
）

　

樹
齢
三
〇
〇
年
前
後
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ

ラ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど
針
葉

樹
と
広
葉
樹
の
混
交
林
で
す
。「
平
成
の
名
水

百
選
」
に
も
選
ば
れ
、
林
内
散
策
路
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑬�

23
日　

八
島
湿
原
山
開
き

�（
南
信
署　

下
諏
訪
町
）�

　

標
高
一
六
〇
〇
㍍
の

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
除

雪
も
完
了
し
、
霧
ヶ
峰

高
原
観
光
シ
ー
ズ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
富

士
山
、
南
・
中
・
北
ア

ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
連

峰
、
な
ど
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

⑭�

24
日　

中
央
ア
ル
プ
ス
開
山
式

�

（
南
信
署　

駒
ヶ
根
市
）

　

中
央
ア
ル
プ
ス
千
畳
敷
に
お
い
て
の
安
全
祈

願
祭
と
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

⑮�

25
日　

南
ア
ル
プ
ス
北
部
開
山
祭

�

（
南
信
署　

伊
那
市
）

　

残
雪
の
山
々
を
背
景
に
、
南
ア
ル
プ
ス
ス
ー

パ
ー
林
道
沿
い
の
歌
宿
に
お
い
て
、
訪
れ
る

人
々
の
安
全
を
祈
願
し
た
神
事
と
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
す
。

４
月
の

〜
魅
力
イ
ッ
パ
イ
国
有
林
〜

聴
き
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

【
上
　
旬
】

【
中
　
旬
】

【
下
　
旬
】
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⑯�
25
日　

美
ヶ
原
高
原
開
山
祭

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

美
ヶ
原
高
原
の
、
安
全
を
祈
願
す
る
開
山
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。
五
月
最
終
日
曜
日
に
は
シ
ー

ズ
ン
幕
開
け
を
告
げ
る
「
美
ヶ
原
牧
場
放
牧

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑰�

25
日　

県
立
自
然
公
園
「
宇
津
江
四
十
八

滝
」
滝
開
き�
（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

猪
臥
山
（
い
ぶ

し
や
ま
＝
彦
谷
国

有
林
）
か
ら
流
れ
る

急
峻
な
谷
間
に
大
小

一
三
の
滝
が
流
れ
て

い
ま
す
。（
親
孝
行

な
「
よ
そ
八
」
を

救
っ
た
大
蛇
が
滝
と

な
り
、
弘
法
大
師

が
「
よ
そ
八
は
仏
法

四
十
八
願
を
意
味
す

る
」
と
言
っ
た
と
さ

れ
る
伝
説
か
ら
四
十
八
滝
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。）

⑱��

27
日　

上
高
地
開
山
祭

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

山
の
安
全
と
繁
栄
を
祈
願
し
て
河
童
橋
の
た

も
と
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
は
じ
ま
り
を
合
図
す

る
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
シ
ー

ズ
ン
の
開
幕
を
伝
え
ま
す
。
こ
の
頃
は
、
穂
高

連
峰
は
真
っ
白
な
残
雪
に
包
ま
れ
、
梓
川
の
水

も
冷
た
く
、
ま
だ
ま
だ
冬
の
様
相
で
す
。

⑲�

27
日　

乙
女
渓
谷
山
開
き

�

（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　

中
津
川
市
加
子
母
地
区
に
あ
る
渓
谷
で
、
加

子
母
森
林
組
合
が
主
催
し
、
山
の
安
全
と
繁
栄

を
祈
念
し
ま
す
。

⑳�

28
日　

戸
隠
森
林
植
物
園　

開
園

�

（
北
信
署　

長
野
市
）

　

シ
ー
ズ
ン
中
は
、
野
鳥
観
察
を
し
な
が
ら
二

時
間
ほ
ど
で
周
遊
で
き
ま
す
。

　
（
五
月
上
旬
頃
ま
で
は
、
歩
道
付
近
に
残
雪

が
あ
る
た
め
歩
行
に
注
意
が
必
要
で
す
。）

　

周
辺
で
は
、
戸
隠
神
社
や
杉
並
木
、
戸
隠
山

国
有
林
が
水
面
に
映
る
鏡
池
な
ど
が
お
す
す
め

で
す
。

��

28
日　

森
林
交
流
館�

開
館

�

（
愛
知
所　

瀬
戸
市
）

　

森
林
林
業
や
定
光
寺
自
然
休
養
林
に
関
連
す

る
展
示
施
設
で
す
。
土
日
祝
日
に
開
館
し
ま

す
。

��

28
日　

き
ら
ら
の
里�

オ
ー
プ
ン

�

（
愛
知
所　

設
楽
町
）

　

段
戸
高
原
県
立
自
然
公
園
の
中
央
に
位
置
す

る
、
森
林
環
境
教
育
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む

宿
泊
施
設
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

��

28
日　

赤
沢
自
然
休
養
林
開
園

�

（
木
曽
署　

上
松
町
）

　

樹
齢
三
〇
〇
年
を
越
え
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
等
が

分
布
し
、
園
内
に
は
木
曽
森
林
鉄
道
の
車
両
や

資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
浴
の
発
祥

地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

��

28
日　

赤
沢
自
然
休
養
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
パ

ズ
ル
ラ
リ
ー
開
始

�（
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー　

上
松
町
）

　

赤
沢
自
然
休
養
林
開
園
と
同
時
に
開
催
し
ま

す
。
三
〇
〇
セ
ッ
ト
で
無
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
の
で
、
早
目
の
参
加
が
お
す
す
め
で
す
。

��

29
日　

奥
裾
花
自
然
園
開
園
式

�

（
北
信
署　

長
野
市
）

　

周
囲
を
国
有
林
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
湿
原
に

お
い
て
水
芭
蕉
の
群
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

��

29
日　

富
士
見
台
恵
那
山
山
開
き

�

（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　

恵
那
山
、
富
士
見
台
高
原
の
１
年
間
の
安
全

を
祈
願
す
る
神
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

標
高
一
七
三
九
㍍
の
山
頂
か
ら
は
三
六
〇
度

の
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
ま
す
。

掲
載
内
容
は
、
天
候
等
に
よ
り
予
告
な
く
変
更

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆�今月号から、中部森林管理局管内の国有林の見どこ
ろやイベント情報を、いち早くお知らせするコー
ナー「○月の見どころ聴きどころ」を新設しました。

☆�国有林には、インスタ映えする場所も多いので、是
非現地を訪れてみてください。また、ステキな写真
が撮れましたらmigoro＠maff.go.jpまで電子メー
ルでお送りください。（１メール容量２ＭＢ以内）

☆�特にステキな写真は、広報誌「中部の森林」の表紙
に掲載し紹介させていただきます。あなたの写真が
来月号の表紙を飾るかもしれません。投稿をお待ち
しております。

◎�ご投稿には、氏名またはニックネーム、掲載月、整
理番号（４月なら①～�のいずれか）、撮影日を記
入してお送りください。感想やコメントを添えてい
ただいても構いません。

編 集 長 だ よ り あなたの写真を！お待ちしています
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北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582

※南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5302 長野県木曽郡南木曽町吾妻3859-39 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3610-6075 FAX 0265-22-0149

（　）は庁舎所在市町村


